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　1995年度の国際交流基金事業プログラムの一環としてハワード・ゴスペル博士の
来日が実現し、本学内外の同学の士とともに有意義な時間を共有できたことは望外
の喜びであり、招請にあたって御尽力をいただいた関係各位、機関にたいしてまず
厚く御礼を申し上げたい。
　ゴスペル博士はオックスフォード大学において歴史学を専攻後、ロンドン大学
LSEにおいて労使関係研究に従事、1973年博士号の学位を取得された。ついで74
年に英国ケント大学において労使関係論の教職に就き94年春まで教授職にあって教
育・研究活動に従事された。この間、ロンドン大学経営史研究所の客員研究員とし
て労使関係や労務管理の史的研究にも従事され大きな成果をあげられた。94年春に
オックスフォード大学のペンブローク・カレッジにフェローとして迎えられ、同大
学が企図した経営研究の推進と充実という期待に応えられることになった。95年の
本学への滞在時はオックスフォード大学においてこの作業を行なっておられる最中
であったが、2年間でよくその責務を果され、現在（1996年10月以降）はロンドン
大学教授としてキングス・カレジのマネジメント・センター所長として、また人的
資源管理や労使関係研究領域の統轄者として研究活動に専心しておられる。同博士
はまた、70年代初頭に「機械工業使用者連盟」の研究調査員として調査研究に従事
されたが、さらにまた労使関係の広汎な調査研究を実施した「ドノヴァン委員会」
にも関与して現実の経営行動や労使関係の実態に根ざした研究方法をとられている。
このように同博士は現実的関心と歴史研究の融合というアプローチをとる得がたい
研究者である。またその業績リストからもうかがわれるように国際比較研究にたい
する関心もいちじるしく高い。
　招請者岡山は1981年ロンドン大学経営史研究所で開催されたコンファランスで同
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博士の知遇を得たが、この会議は労使関係研究と経営史研究の接合をめざす野心的
な試みであり、その成果は同博士を共編著者としてManagerial　Strategies　and
Industrial　Relations（Heimann，1983）として刊行され、今日にいたるまで大き
な影響力をもちつづけている。さらに86年にも同博士はロンドン大学において日本
の経営史研究者との協力のもとに、日英経営史会議を組織され、工業化・技術革新
と熟練形成のあり方をめぐって活発な比較研究を展開された。
本学における活動
　95年度の短期招請においては、6月25日に成田空港に到着され7月16日に離日さ
れるまで3週間と比較的短期間であったが、この間、明治大学関係者を中心に同
学の研究者が相いつどい、知的研鎭を積むことができたのはまことに有意義であっ
た。
　来日中の本学における行事は、招請者岡山の特別研究者制度による研究休暇中と
いう事情もあって主として大学院経営学研究科の院生と研究者を対象に行なわれ
た。そのセミナーの日程とテーマはつぎのとおりである。
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7月5日　14：00～17：00P．M．
産業における熟練形成：イギリスの徒弟制度とその変貌（Whatever　happened
to　ApPrentice　training　in　Great　Britain？）
7月10日　　10：10～12：00A．M．
イギリスにおけるマネジメントの展開（Management　in　Britain＞
7月14日　　10：10～12：00A．M．
産業における熟練形成：イギリス、アメリカ、オーストラリアを中心に（Skill
Formation　for　Industry：　UK，　USA　and　Australia）
　いずれのセミナーにおいても本学研究者、経営学研究科院生に加え、イギリス経
済史研究の泰斗、学習院大学湯沢威教授をはじめとする外部の研究者の参加までを
得て活発な議論が行なわれ知見を深めることができたのは非常に有意義であった。
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今日のイギリスの経営研究、労使関係研究の現状に即した問題がとりあげられ、わ
が国の研究者にとっては彼我の問題意識や関心の所在をあらためて確認する点にお
いても有益であった。とくにイギリスの80年代はサッチャー政権のもとに大きな社
会的・経済的変容を経験し、さらにまたイギリス企業がグローバルな激烈な大競争
に直面した時期であり、その現実の姿態と歴史的背景を押さえての同博士の議論は
セミナー参加者の知的好奇心を刺激するのに十分であった。セミナーにおいて同博
士はこれまでイギリスの経済と産業の繁栄を支えてきたシステムの内在的矛盾を指
摘し、新しいパラダイムのもとでのシステムの再生がきわめて困難な道程であるこ
とを明らかにした。とくにそれは第3セミナーにおいて、アメリカ、イギリス、オ
ーストラリアというアングロ・サクソン系の英語圏の国々における熟練形成の問題
が吟味されたとき、イギリスの徒弟制度や技能養成制度のもつ制度的限界が強く指
摘されたのである。この限界克服の方途という問題はきわめて実践的課題でもある
ので、このセミナーにはとくにイギリス大使館文化部のモーリス・ジェンキンズ氏
が出席を希望されセミナーに参加された。同セミナーの時間的制約のためにその問
題の議論に十分な時間がとれなかったのが心残りであった。しかしながら総体とし
てみればいずれのセミナーも参加者の活発な反応を得て成功であった。
　今回の明治大学滞在中ゴスペル博士はかねてから強い関心を抱いていた若干の企
業や機関を訪問し、関係者との面接をつうじてその比較研究の促進にも努力した。
関係企業訪問等に関しては経営学部教授由井常彦先生の御高配をいただいた。また
セミナーの実施等についても由井常彦先生はじめ、経営学部の岩内亮一先生、安部
悦生先生の御協力をいただいた。国際交流センター所長をはじめ事務局の御尽力は
言うに及ばず、数々の方々のお力添えにたいして厚く御礼を申し上げたい。
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